
22 頁 表 2-1 来店頻度 7における累積度数と累

積相対度数

（誤）19,768 0.99

（正）20,000 1.00

24 頁 上から 10 行目

（誤）f0=8 です

（正）f0=10 です

42 頁 （再掲）表 2-1 来店頻度 7 における累積

度数と累積相対度数

（誤）19,768 0.99

（正）20,000 1.00

80 頁 図 6-7 標本平均 X̄の分布の横軸と一部

の縦軸

（誤）n=10 の縦軸 60 40 20

（正）n=10 の縦軸 30 20 10

（誤）n=10，n=40，n=100 の横軸すべて

0.5 1.0 1.5 2.0 2.5 3.0 3.5

（正）n=10，n=40，n=100 の横軸すべて

0.2 0.3 0.4 0.5 0.6 0.7 0.8

108 頁 図 9-1 標本平均 X̄の分散

（誤）X̄〜N μX,


σX
2

n 
（正）X̄〜N μX,

σX
2

n 

109 頁 下から 5行目

（誤）問題 7-2 では

（正）問題 7-1 では

124 頁 下から 3行目

（誤）

∑
i1

n1

(Xi1−X̄1)
2

σ1
2 〜 χ

2(n1−1)，

∑
j1

n2

(Xj2−X̄2)
2

σ2
2 〜 χ

2(n2−1)

（正）

U1=
∑
i1

n1

(Xi1−X̄1)
2

σ1
2 〜 χ

2(n1−1)，

U2=
∑
j1

n2

(Xj2−X̄2)
2

σ2
2 〜 χ

2(n2−1)

136 頁 下から 8行目

（誤）（帰無仮説 H1 が真である）

（正）（対立仮説 H1 が真である）

139 頁 コラム 上から 4行目

（誤）標本の大きさ nが大きくなっても nが 20 以

上であれば，

（正）標本の大きさ nが 20 以上であれば，

140 頁 例題 11-2 上から 7行目

（誤）母分散の 95％信頼区間はそれぞれ（2.7，

118.3），（1.3，29.9）と計算しました。

（正）母分散の 95％信頼区間はそれぞれ（2.7，

118.3），（1.3，30.1）と計算しました。

145 頁 下から 10 行目

=
8.2−5.4

 3×8.5067+4×3.64 

4×5×7
4+5

という行が 2行存在するため，そのうち 1行を削
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稲葉由之著『プレステップ統計学Ⅱ 推測統計学』（平成 25 年 3 月 15 日初版 1刷）に誤りがございました。

お詫び申し上げますとともに、読者の皆様には訂正してご利用頂きたくお願い申し上げます。

(平成 27 年 2 月 弘文堂)



除する。

146 頁 上から 1行目

（誤）（5）仮説検定における問題点

（正）（4）仮説検定における問題点

146 頁 上から 3行目

（誤）帰無仮説を棄却したことは

（正）帰無仮説を棄却しなかったことは

154 頁 図 12-1 右の表内

（誤）2007005

（正）2007004

163 頁 上から 4行目

（誤）2.3534 が 2.5 パーセント点 t0.050(3)

（正）2.3534 が 5 パーセント点 t0.050(3)

164 頁 上から 4行目

（誤）2.5 パーセント点 χ
2
0.050(5)=12.8325

（正）2.5 パーセント点 χ
2
0.025(5)=12.8325

172 頁 問題 10-1 の解答 下から 2行目

（誤）=
14.56
11.1433

,
14.56
0.4877≈(1.3066, 29.8544)

（正）=
14.56
11.1433

,
14.56
0.4844≈(1.3066, 30.0578)

172 頁 問題 10-1 の解答 下から 1行目

（誤）95％信頼区間は（1.3，29.9）です。

（正）95％信頼区間は（1.3，30.1）です。


